
福島第一原子力発電所
サブドレンNo.51水位低下に関する
メカニズム（推定原因）について

＜参考資料＞
2017年8月10日

東京電力ホールディングス株式会社

＜概要＞
8月2日にサブドレンNo.51において一時的な水位低下が発生した。
同時間帯に、建屋内地下水流入量低減対策の強化に向けて、近傍でサブドレン
増強（No.215）のための掘削作業を行っていた。
水位の変動と掘削作業の時間から、サブドレンNo.51と新No.215が地中で連通
していることが原因として推定された。そのため、２つの当該サブドレンにて8月
10日に連通性確認試験を実施する。
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※：水位確認、放射能濃度測定を実施したサブドレンピット

※

※

※

※※

※

※
※

※

※

※



新No.215掘削作業状況

新No.215

ドリリングバケット

No.51

ケーシング作業状況全景

４号機
原子炉建屋

※約2m毎に、ケーシング設置→ケーシング挿入→中堀り掘削を繰り返し、予定深度まで掘削。
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サブドレンNo.51、新No.215掘削位置と周辺状況
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第四サイクル

▼連通管レベル(T.P.-2,500)

▼LCOレベル(T.P.1,300)

●作業開始、完了時間は正確であるが、
その間の時間は作業員へのヒアリング結果に
よるもので、10分前後の誤差が見込まれる。

18:31 18:54

新No.215孔内水位(手ばかり)
No.51水位
No.52水位
中堀レベル
ケーシングレベル

第一サイクル 第二サイクル 第三サイクル
※16:10作業開始 ※19:10作業終了

水位変動と作業の関係性

① ② ③
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No.51サブドレン水位低下のメカニズム①（推定）
■① 8月2日 18時頃 水位が落ちる前

東西断面図 南北断面図
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■② 8月2日 18時30分頃 水位が落ちた時の状況

▽T.P.1,982

▽T.P.-222

水位低下：約2.2m
推定水量：約2.5m3

東西断面図 南北断面図

ケーシングを回転挿入する振動等で周辺地盤が乱され
地盤が緩んだために、連通管からケーシング内部へ向
かってサブドレン内の水が流れ込んだと思われる。
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No.51サブドレン水位低下のメカニズム②（推定）
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■③ 8月2日 19時15分頃 作業終了状況

泥岩層にケーシング
が達しているため、
止水が保たれている

東西断面図 南北断面図

▽T.P.約-2.5m 連通管

周辺地下水の
流入により水
位が回復
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No.51サブドレン水位低下のメカニズム③（推定）



連通性確認試験
＜日時＞8月10日 16時頃～（作業時間：約2～3時間）
＜内容＞新No.215に挿入してあるケーシングを、8月2日の水位変動発生時と同じ高さ（連通管があるT.P.

約－2.5ｍ）まで引き抜き、２つのサブドレン水位の変化を観測する。一時的にNo.51の水位が低
下し、新No.215の水位が上昇すれば、連通性があると評価。
なお、No.51の水位が建屋内滞留水の水位を下回ることのないよう、新No.215の水位をLCOライン
よりも上げた状態で連通性確認試験を実施する。
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